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研究の背景

 近年，顧客の要求や価値観の多様化から，企業の製品・サービスのイノ

ベーションにおける不確実性が増している．

 多くの企業において，自社の研究開発（R&D）活動において，研究開発

活動の成果を，事業活動の成果に結び付けることが難しくなっている．

 この要因として，自社の研究開発における

（1）企業戦略との不整合

（2）革新能力の不足

（3）開発生産性の低下

という３つの課題が挙げられている※１．

※１（一社）研究産業・産業技術振興協会が公表した平成25年度「民間企業の研究開発動向に関する実態査」調査

報告書を基にしている．
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研究の目的

企業の研究開発に関する課題に対応するために，

 企業ビジョン達成のために，研究開発戦略をマネジメントする

フレームワークの一つとして，

「マルチプログラム・プラットフォーム」を提案し，

 この「マルチプログラム・プラットフォーム」が備える構造，

機能および仕組の分析によって，

上記の課題解明を行うことが本研究の目的である．
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筆者らの既報

「マルチプログラム・プラットフォーム」の

顧客視点および業務プロセス視点で，

 それぞれ自立的な活動をマネジメントする研究開発プログラムが，

企業の共通価値―企業ビジョン―を達成するための要素として，

（1）研究開発戦略の動的アライメント〔メカニズム・（2015秋）〕

（2）研究開発オーケストレーション〔プロセス・（2015秋）〕

（3）意思決定プロトコル〔プロトコル・（2016春）〕

について，当学会において発表を行ってきた．
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本研究の課題設定

本研究の課題設定として，

「マルチプログラム・プラットフォーム｣の

【課題 1】

 戦略の動的アライメントのメカニズムとオーケストレーションの解明

【課題 2】

 研究開発オーケストレーション実施のためのプロトコルの解明

【課題 3】

 上記を統合管理するためのスーパープログラム構造の解明

を設定している．このうち，課題1と 課題2については，既報で説明

を行っており，本発表では，上記の課題3について，議論を深めたい．
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• 選択された評価基準による代替案

の選択
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戦略の動的アライメントとオーケストレーションの事例

 マツダ株式会社

 Zoom-Zoom（走る歓び）：プランドエッセンス（企業の共通価値）
 スカイアクティブ・テクノロジ：技術・製造革新

 マツダ営業方式―MAZDA WAY―：販売革新

研究開発オーケストレーションのためのプロトコルの事例

 日本航空グループ（京セラ）

 JALフィロソフィ：垂直方向プロトコル

 アメーバ経営：水平方向プロトコル

マルチプログラム・プラットフォームの事例

 三菱化学

 戦略：CTC−STO（技術戦略室）

 行動：行動指向プロジェクトチーム（縦断型組織）
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JALグループの事例 ー垂直方向プロトコルー

source: JAL Group home page
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JALグループの事例 ー水平方向プロトコルー
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三菱化学の事例（改善前）

三菱化学のR&TDにおける課題

• 研究開発戦略と事業戦略の不整合

• コーポレート戦略の不在

• プロセス指向文化（顧客不在）

• サプライヤー気質

（化学品のスーパーマーケット）

• 組織構成とマネジメント

• カンパニー指向のR&TD

• 官僚的マネジメント構造

MCC

Outer Company

Inner Company

R&TD

Dept.

R&TD

Dept.

Company

Research

Management

Commitee

資料：三菱化学株式会社，「研究及び技術開発 (R&TD) の“改革及び活性化”について」，2001 より
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三菱化学の事例（改善後）
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資料：三菱化学株式会社，「研究及び技術開発 (R&TD) の“改革及び活性化”について」，2001 より

(2)
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 「マルチプログラム・プラットフォーム」の構造，機能および仕組について解明を行うため，
スーパープログラム構造を中心に，つぎの３つの選択事例を用いて具体的に説明を行った．

 「戦略の動的アライメントとオーケストレーション」の事例では，

 （１）企業ビジョンを達成するための変革の仕組としての「戦略の動的アライメント」と，（２）
業務プロセス視点対応と顧客視点対応の研究開発プログラムの戦略の整合させる機能としての「研
究開発オーケストレーション」の事例を説明した．

 「研究開発オーケストレーション実施のためのプロトコル」の事例では，

 企業ビジョン達成のために全員経営を実現するプロトコルについて，（１）経営トップが打ち出し
た企業ビジョンの企業全体へ浸透・拡散するためのプロトコル（垂直方向プロトコル），（２）各
階層の社員が通常の業務において企業ビジョンに沿った意思決定をするためのプロトコル（水平方
向プロトコル）を事例で説明した．

 「マルチプログラム・プラットフォーム」の事例では，

 経営トップが示した企業ビジョンを解釈し，業務プロセス視点対応と顧客視点対応の研究開発プロ
グラムの戦略を企業ビジョンに整合させる「オーケストレーション」を実施するスーパー・プログ
ラム構造を事例で説明した．



Nagoya Institute of Technology

考察と結論

October 1, 2016. 第22回 国際P2M学会 秋季研究発表大会 18

事例研究の考察

 企業ビジョンの達成には，各R&Dプログラムの戦略整合が必要で

あり，戦略整合をはかるために， 上位の整合プログラムの必要性

が認められる．

（スーパー・プログラム構造の必要性）

 上位の整合プログラムを機能させるためには，コミュニケーション

の基礎（言語・価値観）となるプロトコルが必要であり，垂直方向

および水平方向のプロトコルが重要性が認められる．

（意思決定駆動プロトコルの必要性）

結論

 以上の考察結果から，マルチプログラム・プラットフォームにより，

企業ビジョンの達成のためのマネジメント構造・機能および仕組を

説明することが可能であると結論する．
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本発表では，企業ビジョンを完遂するための方法論として，

 マルチプログラム・プラットフォームの構成要素を統合し，その全

体像に迫ることを試みた．

残された課題

 企業が継続的に競争優位性を維持するために，企業ビジョン革新を

行うためのプロセスの解明が必要である．

今後の展開

 企業が継続的に競争優位性を維持するために，企業ビジョン革新の

ためのプロセス（ 「マネジメントにおける破壊的イノベーショ

ン」のプロセス）導入が，今後，必要であると考えている．
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ご清聴ありがとうございました

連絡先：

加藤 勇夫

名古屋工業大学大学院

社会工学専攻 越島研究室

24518503@stn.nitech.ac.jp


